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生神金光大神大祭祭典次第　　　　金光教十勝教会

♪
親
神
の
よ
ざ
し
の
ま
ま
に
♪

一、親
おやがみ
神の
　　　

よざしのままに

　　

わが生
いきがみ
神
　　

金
こんこうだいじん

光大神
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三、神
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り映
は

えて
　

日
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ひかり

なす
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よ
か
け
よ
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活
運
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取次�願�頂�
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�礼�喜��生活�進�

神
�����
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����
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願
　

い

食後訓

体
たい

の丈
じょうぶ
夫を願
ねが

え

体
たい

をつくれ

何
なにごと
事も体
たい

が元
もと

なり

食
しょくもつ
物はみな人
ひと

の命
いのち
のために

天
てんちのかみ

地乃神のつくり

与
あた

え給
たま

うものぞ

何
なに

を食
く

うにも飲
の

むにも

ありがたく頂
いただ
く心
こころ
を忘
わす

れなよ

食前訓

先�親神のよざしのままに�斉唱

一　祭員参向着席

一　拝　　礼

一　神前拝詞奉唱

一　取次唱詞奉唱

一　祭主祭詞奏上

一　祭主玉串奉奠

一　天地書附奉体

一　参拝者代表玉串奉奠

一　金光大神賛仰詞奉唱

一　拝　　礼

一　祭員退下

次　吉備舞奉納「親おもふ」

○　御神伝奉読・講師紹介

○　教　話　

　　　　　玉置千鶴子　先生


